





































































































































































































































































































































































































































































































































































（2016 年 10 月～2018 年 9 月）
2016 年
10月 6日 遊休地世代交流の舞台に　16 日サツマイモ育て収穫祭
 観光地中国客さっぱり　県内国慶節期待外れ　経済減速や富士山人気一服
 　　8日 県内宿泊者 8,840 人増　7月外国人 6％アップ
 　　9日 曙大豆収穫祭楽しむ　身延







12月 4日 収穫の喜び児童に贈る　市川三郷・71 歳男性農業体験の場提供
 　　6日 サツキマス観光資源に　富士川流域に 2,400 匹放流
 鳥獣被害 5億 9700 万円　昨年度シカ捕獲 10 年で 10 倍
　　29日 青パパイヤ特産品に　甲府市が試験栽培　農業の苗配布を検討
2017年
 1月11日 訪日客最多 2403 万人　昨年円高で伸び率鈍化
経営情報学論集　第 25 号　2019.3
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 2月 3日 乾燥果実広がる商品化　甲州のカフェ店主ら菓子を試作　来年から通年販売目指す
　　10日 河口湖北岸に集客施設　タンザワ、今夏 11 棟整備　宝飾や織物など展開
　　12日 農業産出額 797 億円　14 年年内市町村別笛吹トップ 192 億円
　　15日 ブドウ収量 4年ぶり増　16 年栽培面積は 6年連続減
　　24日 IoT 農業に活用へ　山梨市が実証実験　気象、栽培データ収集
 3月 4日 外国人宿泊 137 万人　16 年県内　過去最多 9.6％増、伸びは鈍化
　　13日 地元野菜福祉施設に販売　富士川の NPO放棄地活用　収穫を中継、新鮮さ PR
　　17日  日本版 DMO［Destination Management Organization］研究会今日発足　観光と地
域振興探る「八ヶ岳」が参加
 外国客の［甲府］市内宿泊限　富士山観光流入が低調　16 年、1万 6426 人
　　19日 農業振興機構設立　山梨市果樹生かし商品開発






 5月 4日 お一人さま熱烈歓迎 観光業者団体減り戦略転換　簡易宿泊施設北麓に続々
　　21日 マンゴー産地化めざす　韮崎、北麓にハウス　地元の農業法人冬から春に出荷
　　24日 県内観光最多 3204 万人　16 年まとめ　富士山人気続く
　　31日 サフランを栽培商品化　山梨の特産品めざす　金属加工会社が農業法人に参入
 6月 3日 トマト収穫時期人工知能で予測　北杜・農業法人 NTT東と実証実験
 　　4日 富士河口湖に「町おこし隊」　隠れた名所で誘客　観光連盟「富士山頼み脱却」
 　　6日 就農支援強化を要請　JA、知事と初の意見交換
 　　7日 ショウガ産地復活目指す　放棄地活用 増産も計画　南部のNPOが取り組み
 ブドウの“古里”発信 市内業者と県立大生タッグ　今秋ツアーや観光マップ計画
　　10日 農業振興めざし県と JA協定　担い手育成／来訪増へ連携
　　16日 新規就農平成初の 300 人超え　昨年度雇用、自営とも増加
 富士山、果実観光で連携　甲府、笛吹など 6団体が推進協　パンフ作成・売り込みへ
　　24日 「やまなしGAP［農業生産工程管理］」来年度始動　認証農産物 41 品目対象
 7月 7日 放棄地酒米作りに活用　中央市と JA試験栽培　地域地ブランド化めざす
 　　8日 保証会社がイチゴ販売　富士吉田地域ブランドめざす
　　20日 西桂産「亜麻」で織物　協力隊員と農家 栽培に挑戦
　　26日 食害に強い野菜探る　南ア・地域協力隊 芦安で試験栽培 ピーマン、オクラ、被害を記録
－ 98 －
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　　29日 富士登山大幅増 28 万人　山静両県 3年ぶり 25 万人超え　吉田口が 6割占める
10月14日 「勝沼」ワイン村起業　農家と醸造家 休耕畑を活用　技術共有し文化発信
　　15日 青パパイヤ栽培 放棄地活用　山梨市の農家有志 試験販売産地化めざす
　　18日 峡南 5町に外国人誘客　経産省、ホテルのコンシェルジュと連携 魅力体感し橋渡し役に
11月10日 企業がブドウ苗木生産　甲州で新会社　醸造用に 100 種類
　　18日 伝統の鳴沢菜ブランド化　地元 JA県産食品発 事理的表示めざす 知名度高め栽培継承
　　30日 イタリア種でワイン 牧丘のワイナリー　来夏発売 新たな市場開拓へ
 宿泊増へワイン発信　ペンションオーナー研修会
12月15日 完熟農園再開発本格化へ　南ア市議会委　関連予算「可決」で集約
　　16日 農家 法人 物流会社 飲食業者「もうかる農業」へ連携　北杜市が協議会
2018年
 1月 6日 超低糖ジャム商品化　北杜の農業法人 健康志向女性に PR
　　12日 青パパイヤ茶商品化　北杜の会社経営者開発
 フォトロゲで観光連携　市川三郷、富士川、6 月開催目指す、枠を超え魅力を発信
　　13日 野菜高騰直売所が盛況　来店 1～2割増 葉もの 2時に完売
 訪日客最多 2869 万人　6年連続増 アジア好調
　　17日 訪日客消費額が最多　昨年推計 17.8％増の 4.4 兆円





 2月 1日 泊まりで農業、木工体験　みのぶ自然の里オープン
 　　8日 ワイン・ツーリズム（甲府）が特別賞［地域再生大賞］　「風土丸ごと味わう」定着
　　11日 都留観光可能性探る　農泊推進協 地域資源巡り論議




 3月 6日 貸し農園で移住 PR　身延町整備　滞在し魅力体感
 「水」遺構観光資源に　県立大生甲府歩き　FBで発信
　　18日 耕作放棄地観光農園に　山梨の果樹園主ネットで資金募る
 4月 3日 障害者自立へ就農仲介　県が連携センター開設




　　19日 県産ブドウ収穫量 4万 3200 トン 1.6％増　昨年 45 年連続全国一
　　20日 ブドウほ場 4ヘクタール完成　サントリー中央・豊富に
　　28日 宿泊客 49 万 7680 人 20％増　2月県内外国人が過去最高
 5月13日 ブドウ畑の景観で誘客
　　23日 完熟農園再開発　跡地借上げ交渉急ぐ
　　25日 果樹共済加入 1.8％減　昨年度ブドウ支払額 3倍超
 日本遺産 県内から初認定　峡東 3市 葡萄畑の風景
　　28日 パパイヤ、マンゴー 南国果実県産化に挑む　法人や農家 冬の収入期待
 6月 1日 飲むあけぼの大豆開発　身延協力隊員が「ソイコティー」
 　　5日 認定農業者 7割が 6次産業化図る　金融公庫調査 直売所や加工品
 　　6日 県内観光最多 3216 万人　富士・東部で外国人増
 食虫植物北杜から全国へ　300 種類栽培 SNS で話題
 　　7日 ブドウ搾りかすで調味料　業務用 2種類 ワイン風味に
 　　9日 ブドウ栽培観光客体験　峡東 4社のツアー 国が事業認定
　　10日 特産トウモロコシ好評
　　13日 農業生産額 1000 億円回復　県内 17 年ぶり　シャイン大幅増
　　15日 イチゴ富士夏媛本格出荷間近　富士吉田市内 6社が出荷栽培
　　17日 野菜を宅配 交流の契機に　県内障碍者施設連携し新事業
　　23日 新規就農最多 314 人　昨年度 30～40 代 自営が増加
　　27日 酒米作付け 123 ヘクタール 17％増　17 年地酒ブーム反映
 「いきいき村」運営休止へ　農産物販売 生産者が高齢化




 7月 3日 訪日宿泊客 4月最多　24 万人、富士北麓人気
 中央市 空き家バンク登録増へ対策　改装、家財処分に補助
 　　5日 早川の休耕地で農体験　地域文化のみそ醸造も　住民有志NPO設立し活動

























　　31日 観光客の経済効果 4898 億　中銀コンサル資産　雇用は 4万人超





　　22日 農産物直売 61 億 3100 万円　横ばい　厳冬で野菜が出荷減　17 年度
 富士桃出荷　産地化へ　富士河口湖町　お盆以降のニーズに対応
　　23日 甲州種ワインEUへ 2万本　昨年日本食人気追い風　関税撤廃見据え拡大期待










































































生産額は 2014 年が底（900 億円台）であった
ものが、近年上昇傾向にあって、2017 年には






















































































































また『山梨日日新聞』2018 年 7 月 31 日日刊によ
ると、山梨中銀経営コンサルティングの試算と
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